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皆さまへ 

憲政記念館では、コロナ禍ではございますが、9 月から特別企画展示「館蔵資料と事

務局文書で見る議会の歩み」（12 月 20日まで）を開催することができました。 

現在も感染拡大予防のため一部展示を休止せざるを得ない状況が続いておりますが、

今後ともよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

   

 

 

 

令和 2年 12月 

憲政記念館長 

 

 

憲政記念館は 1970 年（昭和 45）にわ

が国が議会開設 80 年を迎えるのを記念

して設立が決定し、前身の尾崎記念会館

に展示室などを新築し、1972 年（昭和

47）3月、開館いたしました。 

以来、憲政記念館は、皆様に議会制民

主主義についての認識を深めていただく

ための施設として、常設展に加え毎年特

別展などを開催してまいりました。 

3 年前に、憲政記念館は新しく国立公

文書館と合築して建設されることが決定

し、昭和の趣を残すこの建物は取り壊さ

れることとなりました。 

本展では写真パネルや特別展での製作

物等により憲政記念館の歩みをふりかえ

ります。 

2021 年（令和３）１月８日（金）か

ら開催しますので、ぜひお越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画展示「憲政記念館ふりかえり展」のご案内 
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 前号では、高校を卒業した大八木氏が衆議院速記者養成所に入った後、本
科を卒業し、研修科で学んだところまでを掲載しました。 

 

＜大八木とし子＞（おおやぎ・としこ） 

昭和 43年 10月 

から衆議院事務

局 記 録 部 で 勤

務。平成 10 年 

４月速記者養成

所副所長、平成

16年 ７月記録部

第一課長を経て

平成 20 年 ３月

に記録部副部長

を最後に退職。 

【速記士補を経て速記士に】 

 ―― 昭和 43 年 10 月に採用、速記

士補という形に。 

○大八木氏 最初の１年間は速記士補

で、まあ見習い的な位置づけですかね。

その１年後にまた昇格試験を受けるん

です。それで速記士になるわけです。 

 

【研修】 

 ―― ＯＪＴみたいなものはあった

んですか。 

○大八木氏 そのころＯＪＴという言

葉はなかったんですけれども、とにか

く出番に出ながら、その反訳をしてい

く中で教わるということですかね。も

ちろん研修はあります。 

 研修は３日間だったか５日間だった

か、新人研修がありました。そこで基

本的な出番の出方とかいろいろなこと

を教わるわけですよ、今まで出番に出

るということはなかったわけですから。

そのときの作法とか、そういうことを

一通り教わります。だから、仕事をし

ながら教わるというのが基本です、そ

の研修以外は。 

 

【速記者の出番の１日】 

 ―― 速記者の出番のある１日、２

人で１組で、２組がちょっと重なりな

がら交代していって、大抵は年配の方

と若い人の組合せが多いかと思うんで

すけれども、どういう組合せで。 

○大八木氏 私が採用されたときの状

況からお話ししますけれども、委員会

に出る人のことを「現業」と呼ぶんで

すけれども、現業のトップの方から順

番に若い新人を組ませて組をつくりま

す。主と副というふうに呼んでいます。 

 それで、私のときは各課に配属され

ました。私は一課でしたが、部屋には、

４組、計８人が一つの島になって、そ

れを「ブロック」と呼んでいますけれ

ども、それが４ブロック配置されてい

ました。部全体では４課ありますので、

数えてみたら、当時の現業は 59 組で

118 人。ブロックで一番序列の高い人

を「ブロック長」と呼びます。現業

118 人の中の女性は 40 人いたんです。

大体３分の１が女性でした。ブロック

長と呼ばれるところまで行っている人

は４人でした。それ以上の女性はまだ

いなかったんです。そういう状態です。 

 それで、出番の出方ですけれども、

一課から四課まで通しで出番順が決

まっているわけです。委員会に出る出

番を管理するのは運営係という部署が

担っているのですが、すごく運営は偉

いんです、全てを仕切るわけですから。

もう一つの議会史～国会職員オーラルヒストリー～Ⅱ 

大八木 とし子さん（その 2） 
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その運営のところに、「運営板」といっ

て大きなボードが据えられてありまし

て、下には組の「主」の名前のタブ

レット（名札）が出番順に全部かかっ

ています。運営板の上の方には、きょ

う開かれる委員会、本会議とか予算と

か何委員会という札がかかることに

なっています。 

 それで、委員会が始まる連絡が委員

部から運営の方に入る。本会議だった

ら議事部ですが、開会の連絡が入ると、

運営というのはトップは速記者ですけ

れども、ほかに事務の方も何人かい

らっしゃいます。その事務の人が、下

の速記者のタブレットをまず２つ上げ

るんです。２組、最初呼ぶんです。名

前を呼ばれたらその組の人たちが出て

きて、運営板のところに速記用紙とか

「経過表」とかチン時計1とかが置いて

あるので、それに必要な事項を書いて

委員室に出かけていくわけです。 

 速記用紙には、自分が行くべき委員

会とか、１番で呼ばれたら１号という

んですけれども、１号だよ、後から来

る２号は誰だとか、そういうことを

ちゃんとメモして、それで委員室に向

かうんです。 

 

 

 

 

 

当時の 

チン時計 

 

 委員室に入ると、最初の始まりです

ので、２組、速記席は互い違いに座る

わけですよ、斜め。 

 それで、座って、チン時計を置きま

す。経過表というのは、審議の流れを

メモするものなんです。組の名前をま
                            
1
 速記者の交代時間を知らせるため、決まった時間間隔で「チーン」という音を出すように作られた時計。当時はぜん

まい時計であったが、現在は速記席備付の電気時計となっている。 

ず書いて、誰が担当したよと。10 分ご

とに区切られています。委員長が座っ

たら、「委員長」のところに何々委員長

と書きます。 

 あと、委員長が交代したら、それも

確認して書く。必死で書いていると気

がつかないことがあるんですよ、委員

長がかわっても。そのとき、委員部さ

んが委員長交代の紙を持ってきてくれ

ます。 

 あとは質問者は誰だとか、答弁は誰

がしたとか、誰の組でしゃべったとか、

そういうことを書いていくのが経過表

です。 

 その経過表は、後々、速記者の原稿

が全部そろって出てきて、校閲が最終

的に点検をするのに役立てる感じです。 

 委員長が座って、これより委員会を

始めますという宣告が始まったら、１

番の人が書き始めるわけです、速記を。 

 ２組出ているから、２番手に控えて

いる組は、あ、始まったなということ

でその時刻をチン時計で確認して、経

過表に９時何分開議と書き入れるわけ

です。 

 それも速記者に任されている大事な

仕事で、散会時刻だとか休憩時刻だと

か、どんな時間であっても、その時間

が生きるわけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経過表 
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（経過表を示しながら）経過表がこう

いうふうに組というか号ごとに仕切ら

れている。この号で委員が発言したら

その名前を書く、違う号でも発言した

らこうやって矢印を引く。しばらく質

問ばかりが続いて答弁者がこの後に発

言したら、そこにずうっとこうやって

矢印を引く。だから、どの組で誰が

しゃべったかがはっきりこれでわかる

わけです。 

 チンが鳴りました。そうすると、１

番の人が書いていてチンが鳴ったら、

その人は、数秒、チンが鳴り終わって

ももうちょっとだけ書いて、それで立

ち上がって戻ります。２番の人は、見

ていて、ああもうすぐだなと思って、

チンが鳴る前から手ならしで書き始め

るという感じです。それでつながって

いくんですけれども。 

 書き終わった速記者は直ちにお部屋

に戻ります。主の方は、戻ったら、運

営板のところにある、自分が出た委員

会のところの札、予算委員会なら「予

算」、そこに、出ていない組のタブレッ

トが一番下にあるわけですから、その

札を上げて、その人のところに委員会

の名前を書いた札を届けるんです。そ

れをもらった組が出番に出ていく。そ

れを「札回し」というふうに呼びます。 

 ―― リレーのバトンタッチみたい

な。 

○大八木氏 そうです。その人もまた

運営板のところに来て必要事項を書い

て、委員室を確かめてそこに出ていく。 

 ―― ブロックの中でぐるぐる回す… 

○大八木氏 回し方は、ブロックから

１組ずつ出るのです。１巡したらブ

ロックの２巡目の組が出ていくという

順番です。下に名前の札がその出番順

に並んでいるわけです。それを順番に

上げていく。だから、どこの委員会に

出るかは、主が札を上げるまではわか

らないわけです。 

 帰ってくる主が早い方から上げてい

くわけですから。 

 それで、今度は副の話をしていいで

すか。 

 委員会で書き終わって帰ってきた２

番の副は、１番の主のところに行って、

「つなぎ」はどこにしましょうかと相

談するんです。書いたところがダブっ

ていますので。そこで、できれば

ちょっと長目で、余り前後に出てこな

い言葉の方が間違えにくいので、じゃ

この「インタビュー」でつなぎましょ

うとか、そういうようなことを２人で

相談して決めるんです。それが原稿の

「つなぎ語」といって、大事な言葉に

なるわけです。 

 つないでもらった副は、そこの言葉

から原稿を書き始める。前の組の主は

そのつなぎ語までを書く。 

 ―― そうすると、速記自体は主も

副もとっているんだけれども、反訳す

るときは半分ずつという意味ですね。 

○大八木氏 ２人で反訳するのは半分

ずつ。副が前半、主が後半、分け方を

決めるのは主です。 

 ―― それは、半分ずつの前半は副

がやって、後半は主がやる。 

○大八木氏 そうです。主は札を回す

こと、副はつなぎをすること、それが

お互いの大事な仕事になる。 

 それが終わって自席に戻ってくるで

しょう。そうすると、今の委員会はど

うだったかということをお互いに確認

し合うんです。何か聞こえなかったと

ころがあるかいとか。 

 ―― 主と副がですね。 

○大八木氏 そうそう。ＯＪＴという

か、常にそれはやっているわけですけ

れども。それで、知らない言葉があれ

ば調べようと、まず用語集を調べます。 

 用語集というのは、これは記録部が

作成して使っている「国会会議録用語



 

憲政だより 時計塔  

令和２年冬季 No.0２５ 

 

- 5 - 
 

集」2といいます。国会で出てきた言葉

を３万語近く収録してあります。用語

委員がつくっているんですけれども… 

 あとは、書棚にいろいろな資料があ

りますから、それで調べたりして、わ

からないことがないように、反訳をす

る前に確認するわけです。 

 それから、どうしても発音が不明瞭

だったり、この言葉は聞いたことがな

いとかそういうときは、問合せ用紙と

いうのがありまして、それにここを伺

いたいということを書いて、それを調

査係のところに持っていきます。 

 調査係も重要な部署でして、キャッ

プの速記者のほかに何人も事務の方が

いらっしゃって、その人たちが手分け

して委員室に行って聞いてきてくださ

るのです。 

 それで、無事反訳が終わりましたら、

２人は、今度は原稿の「読み合わせ」

を行います。まず、副が最初書いてい

るわけですから、副が自分の書いた原

稿を読み上げます。主は、聞きながら

自分の書いた符号と照合していくわけ

です。 

 私が入った当時は、忙しいときは、

みんな書き終わった組がどんどん声を

出して読み合わせをするものですから、

にぎやかなんですよ。そういう声が懐

かしいです。録音をするようになると、

もうそういうことをしなくなるわけで

すよ、そのときは録音がないですから、

もう本当に符号だけが頼りで、それで

読み合わせをするわけなんですけれど

も、読み合わせするその活気、それが

懐かしいなと今でも思い出します。何

か、記録部の原風景という感じです。 

 １回出番に出てきたとすると、出番
                            
2 国会の記録事務に役立てるために国会の本会議、委員会において発言された言葉のうち調査を要した言葉を集めたも

の。衆参の記録部で作成していた。 
3 会議録の用字をなるべく統一するために、用字の基準となるべきものを事務用として衆議院記録部が編集したもの 
4 衆議院会議録様式例と衆議院委員会議録様式例があり、速記反訳に際して必要な様式を現行の会議録から衆議院記録

部が収録、編纂したもの 

に出てから原稿を仕上げるまでは２時

間半というふうに言われています。も

ちろん、難しい問題を書いたりすれば

別ですけれども。でも、訳している途

中でまた次の出番が来ることもありま

すから、もうそのときは出番優先です。

出番から帰ったらまた仕事を続ける。 

 またそのときも、問合せとかわから

ないことは調べて、つなぎもわかって、

主副が真ん中はここだよということを

確認して、いつでも反訳にかかれるよ

うにしておいてから取り置く。それで

前の出番の原稿に戻るわけです。 

 ―― 反訳をするのは後でまとめて

やるのかなと思ったんですが、やはり

合間にやり始めるのが現実… 

○大八木氏 そうです。 

 ２時間半ですから、１日３回出れば

１日分の仕事ということに一応なるわ

けですよ。だから、基本は３回。 

 でも、その３回で終わるなんという

ことは繁忙時は全くなくて、５回、６

回というのが続いたり、それはもうそ

のときの国会の様子次第です。 

 それで、読み合わせが終わると、今

度、原稿を交換して点検をする。その

ときに、句読点の打ち方がちょっと

違ったりとか、うっかり委員長交代が

落ちていないかとか、そういうことも

確認します。それから、きょうは「用

字例」3も持ってきたのですが、耳で聞

いているだけではふんふんと通ったと

しても、同音異義の書き分けですとか、

そういう用字例の間違いなんかも直し

たりするわけです。それが全部終われ

ば原稿が仕上がりましたということで、

その原稿を運営のところに届けます。 

 「様式例」4も見ます。 
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 「議案入り」とか、そういう様式を

入れて書いていきます。議案は以下別

紙ですので、議案自体を末尾に入れる

のは、現業じゃなくて編集係の方がや

るわけですけれども、ホソ5とオーナメ

ント6を入れながら反訳するということ

です。 

 

ホソ   オーナメント 

 

 ―― 速記符号から普通の日本語に

するのを終わらせたら、また別途の作

業として様式を組み込んでいくのでは

なくて、一緒にやってしまうというこ

とですか。 

○大八木氏 そうです。だって、手書

きだから、後からやるといっても大変

で、そのときやらないと。 

 １号を仕上げるのはそういう手順で

すけれども、毎日、繁忙時は５回、６

回、多いときは９回ぐらいとか。昔は

分科会なんか５日間あって、朝から晩

までやった分科会もあったりしたから、

そういうときは本当に大変でした。分

科会のときにいない速記者は速記者

じゃないと言われるぐらい忙しかった

んですけれども、そうするとだんだん

原稿がたまってしまうわけですよ。 

                            
5 直線の仕切り線。一つの議題の中でそれぞれの段階を仕切るために用いる。 
6 飾りの付いた仕切り線。主に議題の変わり目に用いる。 

 また出番の話になるんですけれども、

例えば１番に出ていった１号が、担当

の時間に委員会が始まらないときとか

あるじゃないですか。つまり 10 分書か

なくて済む場合、それを「もうけ」と

いうんです。あるいは前の組で委員会

が終わったり休憩したりすると、丸々

書かなくて済むわけです。 

 ―― もうそこの現場に行ってし

まっているから。 

○大八木氏 そう、その出番はもう戻

ることはないんです、１回出たとカウ

ントされるから。 

 そういう「もうけ」があると、みん

な忙しいときは特に、ああ助かったと

思いながら帰ってくるんですよ。 

 それで、10 分のうちの何分かしか書

かなかったことを「かすり」といいま

す。 

 その「かすり」の中でも、早く終わ

らないかなと思いながら最後の最後ま

で書いていて、やっと委員会が終わっ

たらチンと鳴った、９分ぐらい書い

ちゃったなんというのは「チダラ」と

いうんです。そういうときは、帰ると

職場のみんなに、ああ御苦労様とか慰

められたりするんですけれども。 

 それから、委員会が順調にみんな終

わってしまえばいいですけれども、１

つ長く７時とか８時まで審議が行われ

ている委員会もありますでしょう。こ

れも運営マターなんですけれども、定

刻を過ぎて１本になった時点で、一、

二課と三、四課と分かれていて、半舷

態勢をとります。それを「早遅」とい

います。早遅が発効されると、ああ

きょうは一、二課は早く帰れるわとか。 

 ―― 全員残す必要はないので… 

○大八木氏 １本だけなら、札を残り

番の組だけにして回すわけですよ。不

必要に超勤をさせる必要もないですし。 
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 何よりも一番早く訳すのを「即反」

といいます。即に反訳をするというこ

とです。ほかにもし原稿がたまってい

ても、混乱したのを書いてきたら、そ

れを最優先という意味で即反。 

 ―― 紛糾した、いわゆる強行採決

みたいなときとか… 

○大八木氏 幾ら原稿がたまっていて

も、それはもう即反です。ほかにもも

ちろん即反することはありますよ。本

会議、予算は必ず即反です。 

 当時は、会議録ができるまでは公開

しないのが前提です。けれども、委員

や政府関係者は欲しいわけですよ。だ

から、何とかさっきのところを見させ

てくださいと校閲のところに来るんで

すよ。そうすると、もし原稿ができて

いたとしても、それをコピーするん

じゃなくて、手書きで写していってく

ださいということで、片隅で一生懸命

原稿を写していた姿を思い出します。
その当時はそれが当たり前。 

 それから、審議が紛糾する場合があ

ります。そういうときは、速記者がけ

がをしたとか、要するにもみくちゃに

されちゃうかもしれない危険があるわ

けです。そういうときはまたこれも運
営が判断して、男女の組を解いて男だ

けの組をつくるんですよ。それを男子

特編、略して「男特」というんですけ

れども、男特を組んで出ていくように

するんです。 

 

【新人時代】 

 私が入ったのは昭和 43 年ですけれど

も、その当時は学生紛争が盛んなとき

でした。もう大荒れに荒れて、翌年、

東大安田講堂の攻防があったんですけ

れども、それで、政府は業を煮やして
大学管理法というのを提出してきたわ

けです。大学の運営に関する臨時措置
                            
7 議事日程に記載された案件の一部が議題となる前又はその議事の途中で、会議を終了すること。衆議院規則第 105条

第２項は、議事が終わらない場合でも午後６時を過ぎたときは、議長は、議院に諮らないで延会することができるとし

ている。 

法、それが昭和 44 年の第 61 回通常会

です。 

 その通常会では健保法なんかもかな

り審議されて、大学管理法の審議は７

月に入ってからです、この法案を通す

ために延長されたんですね。 

 ７月 24 日に文教委員会で強行採決を

して、翌日から本会議にかかって採決

するわけですけれども、野党の抵抗が

激しくて、長丁場になるということは

もう最初からわかっていましたから、

運営が今度は３班制をしくわけです。 

 ３班制というのは、女性は昼間働く

ということで女性だけの組をつくって、

あとは男性は男特をつくって２組に分

ける。 

 昼間は女性が担当して、男性は夕方

からとか深夜からとか、とにかく 24 時

間体制で出番を確保した。 

 それで５泊６日です。まず、議長不

信任だとかで夜 11 時ごろになって延
会7になって、真夜中を過ぎて１時から

再開して。 

 その間に議運の委員長が辞任したり

とか… 

 またその議運委員長の選挙をしたり、

それから今度は文部大臣の不信任が
入ったりとかという、延会、また延会。

始まってもまた休憩。３度の休憩を挟

んで不信任案が否決されたとか、本当

に大変な攻防でした。結局、５泊６日

かかって成立したという感じです。 

 そういう経験は初めてで最後です。

５泊６日で３班制で対応したという。

まだ新人でしたから、もう見るものみ

んな珍しくて、女性だけで昼間やるわ

けだから、今までと全然違う雰囲気で

した。 

 記録部がこうやって国会審議を支えて
いるんだなという、そういう職業人とし

ての自覚が生まれたかなと思います。 
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 それが新人時代のいい経験でした。 

 ―― 閉会中はどんな仕事をしてい

たのですか。 

○大八木氏 記録の中の仕組みで、若

い人たちは、大体、用字例委員会、様

式例委員会、用語委員会というのに分

かれて入ることになっているんですよ。

それで、閉会になるとこういう作業が

始まって、また忙しいんです。 

 例えば、速記者がしょっちゅう引く

のがこの「用字例」なんです。日本語

はいろいろな書き分けが漢字でありま

すよね。人と「あう」一つにしてもい

ろいろな字があったりします。 

 ―― 「合」であったり「会」で

あったりという。 

○大八木氏 とにかく、誰が書いても

同じように訳さないといけないわけで

す、用字的にも。この人は漢字で書い

た、こっちは平仮名で書いたじゃまず

いので、そういう統一的なもの。文科
省の書き分けの基準よりもこちらの

「用字例」の方が割と、平仮名が多い

と言うとおかしいですけれども… 

 それでも、これは書き分けた方がい

いんじゃないかとか、この言葉は意味

によってどの漢字で書くかなど、国会
が終わるとみんな会議録を読み返して、

用例を拾って、それを検討するという

ことです。 

 それからまた用語集というのは、こ

れがまたやはり大変で、副の机の上に

は新出語を書くカードが置かれていて、

新しい言葉が出てきたりするとそこに

メモをしておくんです。そうすると、

週に１回ぐらい、用語の委員が、「ペラ」

ありませんかと言ってそれを集めてい

くんです。そのペラで新しい言葉を集

めて、閉会中にその新しい言葉を調べ

て、説明文をつけていきます。この分

厚いのは「台本」というんですけれど

も、台本のほかにも年度ごとに「年度

版」もこしらえていまして、そういう

作業で閉会中はかかり切りになります。 

 調査係のところにある辞典や資料に

当たるとか、あと、４階の国立国会図

書館8なんかもみんなこもって調べてい

きます。１語１語のカードがあって、

それに確定した説明文を書き込みます。
カードを 50 音順に並べたカードボック

スが 60 箱ぐらいあったと思います。何

しろ何万語ですから。 

 様式例はあまり変わらないですね。

でも、変わるとその部分は切り張りで

対処していました。 
（以下、その３に続く）

 

                            
8 国会議事堂本館の４階に国立国会図書館分館がある。 

※ 衆議院の速記については、 YouTube 衆議院事務局チャンネルにある「【衆議院記録部】国会の速記」 

（https://www.youtube.com/watch?v=_Q2xD9SycAI）でご覧になれます。 
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